


目的と課題認識

今までは、空気調和（温熱、気流、調湿、空気清浄）技術を追求し、その
分野での価値は⾒出せてきたが、これからは、お客様が⾝近で当たり前に
ある空気に対してもっと価値を感じてもらい、様々なライフシーンでより
良い⽣活を実感してもらえる空気を作り上げたい。そんな価値を提案でき
る事業を創造したい。しかし、⾝近にある空気の新たな価値が何なのか？
どんな分野に絞って技術を創り上げていけばいいのかが分からない。

◇既存にとらわれないアイデアを
たくさん出したい

◇コンセプト段階で顧客の
反応を⾒たい

◇情報提供者とコミュニケーションを
取りながらコンセプトを作りたい

ミッション
”空調5要素（温度、湿度、空気質、輻射、気流）技術“や”⾒える化技術“を
融合し、⽣体や環境マネジメントのような潜在需要を顕在化する技術・商
品を作り出していく
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コンセプトの方向性
①五感①五感①五感①五感をコントロールをコントロールをコントロールをコントロールするするするする
※ニオイ（嗅覚）や温熱（皮膚感覚）といった刺
激だけでなく、それ以外の刺激[光(視覚)や音
(聴覚)]も一緒にコントロールすることで価値を提
供している

上記いずれかのテーマに沿っていること

②病気②病気②病気②病気を予防を予防を予防を予防するするするする

③快適③快適③快適③快適な睡眠を提供するな睡眠を提供するな睡眠を提供するな睡眠を提供する

④自由④自由④自由④自由に発想する空気のに発想する空気のに発想する空気のに発想する空気の
新しい新しい新しい新しい価値価値価値価値
※※※※ダイキンの既存技術と、すでに世の中にある
技術を融合することで実現できる価値を提供し
ている

コンセプトの方向性コンセプトの方向性コンセプトの方向性コンセプトの方向性

既存技術で提供できる価値から一歩飛躍し、室内にいる人間の体験
をより良くするソリューションやシステムをデザインしましょう！



求めていないコンセプト求めていないコンセプト求めていないコンセプト求めていないコンセプト

①既にダイキン内で出ているコンセプト

ダイキンで出てきたコンセプトは、夢技術として一部HPに掲載されています。
http://www.daikin.co.jp/air/future/index.html
その他にも過去いろいろな取組みの中で新しい空気の価値創出を行っています。
投稿して頂いたコンセプトが既にダイキン内で検討されているかどうかは、ラフ投稿
でフィードバックします。



求めていないコンセプト求めていないコンセプト求めていないコンセプト求めていないコンセプト

②アンケート調査で出てくる表面的なもの

ダイキンでは、空気に関する調査をしており、一部HPにも掲載さ
れています。
http://www.daikin.co.jp/air/knowledge/library/index05.html
アンケート調査で出てくるレベルの表面的なニーズではなく、より
具体化されている必要があります。
逆に、アンケートでは見えてこないようなものの方が、大歓迎です。

Q. きれいな空気は、私たちにどんな効果・影響を与える？
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(Ⅲ)Benefits(Ⅲ)Benefits(Ⅲ)Benefits(Ⅲ)Benefits

(Ⅱ)Approach(Ⅱ)Approach(Ⅱ)Approach(Ⅱ)Approach(Ⅰ)Needs(Ⅰ)Needs(Ⅰ)Needs(Ⅰ)Needs

(Ⅳ)Competition(Ⅳ)Competition(Ⅳ)Competition(Ⅳ)Competition

テーマ化する為の必要項目


